
法
人
化
か
ら
十
年
。

国
立
大
学
は
、「
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
再
定
義
」

や
「
大
学
改
革
実
行

プ
ラ
ン
」
に
よ
り
、

再
び
急
速
な
改
革
期

を
迎
え
て
い
る
。
埼
玉
大
学
も
大
学
の
強
化
戦
略

を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
経
済
学
部
で
は
、
平
成

二
七
年
度
か
ら
、
学
部
組
織
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

大
幅
な
改
革
を
決
定
し
た
。
こ
れ
は
、
一
単
位
四

五
時
間
の
自
修
時
間
の
確
保
を
軸
と
し
た
「
大
学

教
育
の
質
的
転
換
」（
中
教
審
）
の
提
言
を
受
け
、

全
て
の
講
義
で
双
方
向
型
・
学
生
参
加
型
の
授
業

を
行
な
い
、
学
生
の
専
門
的
基
礎
学
力
、
汎
用
的

能
力
、
国
際
的
展
開
力
を
涵
養
し
、
従
来
か
ら
経

済
学
部
が
掲
げ
て
い
る
「
社
会
科
学
の
教
育
及
び

研
究
を
通
じ
、
自
ら
問
題
を
発
見
し
、
分
析
し
、

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
の
育
成
」
と
い
う

教
育
目
標
を
、
よ
り
確
実
に
実
現
す
る
た
め
に
行

な
わ
れ
る
。

今
回
の
改
組
で
は
、
経
済
学
科
、
経
営
学
科
、

社
会
環
境
設
計
学
科
と
い
う
従
来
の
学
科
構
成
を

あ
ら
た
め
、
経
済
学
科
の
み
の
一
学
科
体
制
と
し
、

そ
の
中
に
、
�
「
経
済
分
析
」、
�
「
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
と
社
会
発
展
」、�「
経
営
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」、

�
「
法
と
公
共
政
策
」
と
い
う
四
つ
の
「
メ
ジ
ャ

ー
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。
学
生
は
、
一
年

次
に
初
年
次
教
育
と
し
て
専
門
の
基
礎
を
学
ん
だ

上
で
、
二
年
進
級
時
に
メ
ジ
ャ
ー
を
選
択
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
三
学
科
体
制
で
は
、
学
科
定
員
管

理
の
必
要
性
に
縛
ら
れ
、
学
科
定
員
（
経
済
百
名
、

経
営
百
名
、
社
会
環
境
八
〇
名
）
を
厳
格
に
満
た

す
た
め
に
、
二
年
進
級
時
に「
不
本
意
学
科
選
択
」

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
学
生
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し

た
が
、
一
学
科
内
で
の
メ
ジ
ャ
ー
選
択
に
よ
っ
て

こ
の
弊
害
は
除
去
さ
れ
、
原
則
と
し
て
自
ら
の
意

思
通
り
に
メ
ジ
ャ
ー
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

各
メ
ジ
ャ
ー
で
は
、
必
修
科
目
（
一
〇
単
位
）、

選
択
必
修
科
目
（
三
〇
単
位
中
二
〇
単
位
）、演
習

（
四
〜
八
単
位
）、卒
業
研
究
（
八
単
位
）
が
必
修

化
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
基
礎
学
力
を
徹
底
し
て

身
に
つ
け
る
よ
う
教
育
が
行
な
わ
れ
る
。
他
の
メ

ジ
ャ
ー
の
科
目
は
選
択
科
目
と
し
て
履
修
で
き
る

が
、
学
部
と
し
て
は
、
他
メ
ジ
ャ
ー
の
科
目
を
ま

と
め
て
履
修
す
る
こ
と
（
二
〇
単
位
以
上
）
を
強

く
奨
励
し
、
こ
れ
を
「
マ
イ
ナ
ー
」
と
し
て
認
定

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
複
眼
的
で
多
面
的
な
思
考

力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

さ
ら
に
、
英
語
に
よ
る
専
門
の
入
門
科
目
を
各

メ
ジ
ャ
ー
の
必
修
と
し
て
配
置
し
、
ま
た
、
英
語

に
よ
る
社
会
科
学
系
「
日
本
研
究
」
科
目
を
メ
ジ

ャ
ー
共
通
の
選
択
科
目
と
し
て
導
入
す
る
。
経
済

学
部
で
は
、
す
で
に
平
成
二
六
年
度
か
ら
、
前
期

「
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
枠
」
入
試
を
実
施
し
（
定
員

二
〇
名
に
対
し
志
願
倍
率
一
〇
倍
と
好
評
で
あ

る
）、
そ
の
合
格
者
を
中
心
に
グ
ロ
ー
バ
ル
・
タ

レ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
英
語
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ミ
、

海
外
語
学
研
修
、
一
年
間
の
海
外
留
学
、
英
語
に

よ
る
卒
論
作
成
等
々
）
を
開
始
し
て
い
る
が
、
メ

ジ
ャ
ー
・
マ
イ
ナ
ー
制
度
に
国
際
化
教
育
を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、
社
会
科
学
的
素
養
を
基
礎
に
国

際
的
展
開
能
力
を
身
に
つ
け
た
日
本
人
を
育
成
す

る
教
育
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
改
革
は
、
す
で
に
文
部
科
学
省
と
の
事

前
協
議
も
行
な
わ
れ
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

平
成
二
七
年
度
は
こ
の
他
に
も
改
革
が
目
白
押
し

で
、
ま
さ
に
経
済
学
部
再
ス
タ
ー
ト
の
年
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

一

日

時

�
総

会：

平
成
２６
年
７
月
１２
日
�

午
後
１
時
か
ら

�
懇
親
会：

同
、午
後
２
時
３０
分
よ
り

二

場

所

�
総

会：

埼
玉
大
学
経
済
学
部

Ａ
棟
５０４
教
室

�
懇
親
会：

第
二
大
学
生
協

（
建
替
ら
れ
新
装
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。）

☆
山
口
学
長
が
懇
親
会
に
出
席
さ
れ

ま
す
。

三

懇
親
会
会
費

５
、０
０
０
円

（
現
役
学
生
・
院
生
は
無
料
で
す
）

四

交
通
手
段

�
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
「
北
浦
和
駅
」

よ
り
、
埼
玉
大
学
行
き
バ
ス
乗
車

１５
分
程
度

�
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
「
南
与
野
駅
」
よ
り
、

埼
玉
大
学
行
き
バ
ス
乗
車
１０
分
程

度
�
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
「
南
与
野
駅
」
よ
り
、

タ
ク
シ
ー
乗
車
で
は
料
金
は
１
、

０
０
０
円
程
度

五

出

席

６
月
２７
日
�
ま
で
に
、

同
封
の
「
は
が
き
」
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
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埼玉大学経済学部同窓会

平成２６年度

経経経
和和和
会会会
総総総
会会会
ののの

ごごご
案案案
内内内

三
学
科
を
一
学
科
に
改
組
し
、メ
ジ
ャ
ー
・
マ
イ
ナ
ー
制
度
を
導
入

〜
平
成
二
七
年
度
か
ら
の
経
済
学
部
改
革
〜

埼
玉
大
学
経
済
学
部

学
部
長

薄
井

和
夫
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埼
玉
大
学
理
工

学
部
出
身
の
山
口

宏
樹
理
事
・
副
学

長
が
４
月
よ
り
埼

玉
大
学
学
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

初
の
卒
業
生
学
長
の
誕
生
で
す
。
卒
業
生
と
し

て
大
変
お
め
で
た
く
嬉
し
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
学
長
メ

ッ
セ
ー
ジ
か
ら
抜
粋
し
、
埼
玉
大
学
に
対
す
る

学
長
の
熱
い
思
い
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

「
埼
玉
大
学
は
、
学
部
ご
と
に
強
み
・
特
色
・

社
会
的
役
割
を
特
定
し
、
大
学
全
体
と
し
て
行

い
う
る
機
能
強
化
の
た
め
の
戦
略
を
、
研
究
力

の
強
化
と
人
材
育
成
の
強
化
と
い
う
形
で
自
ら

具
現
化
し
ま
し
た
。
本
学
の
こ
の
構
想
「
学
部

の
枠
を
越
え
た
再
編
・
連
携
に
よ
る
大
学
改
革

〜
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
に
基
づ
く
研
究
力
と

人
材
育
成
の
強
化
〜
」
は
、
大
学
改
革
の
先
導

的
モ
デ
ル
と
し
て
文
部
科
学
省
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
、
２
０
１
３
年
度
国
立
大
学
改
革
強
化
推

進
事
業
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

こ
の
構
想
を
着
実
に
進
め
、
自
他
共
に
誇
れ
る

「
知
の
府
」
と
し
て
埼
玉
か
ら
世
界
へ
と
展
開

し
て
い
き
た
く
思
い
ま
す
。

改
革
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
連
携
と
融
合
。
教
養

学
部
、
経
済
学
部
、
教
育
学
部
、
理
学
部
、
工

学
部
が
１
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と

い
う
埼
玉
大
学
な
ら
で
は
の
特
長
を
活
か
し
て
、

学
部
・
研
究
科
と
い
う
組
織
の
枠
や
人
文
・
社

会
・
自
然
科
学
と
い
う
学
問
の
枠
を
越
え
た
真

の
連
携
と
シ
ナ
ジ
ー
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
ま
で

埼
玉
大
学
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
顕
在
化
し
な

か
っ
た
潜
在
的
能
力
を
組
織
的
に
発
揮
さ
せ
て
、

埼
玉
大
学
総
体
と
し
て
全
国
的
な
教
育
研
究
拠

点
と
し
て
の
光
を
放
ち
ま
す
。
そ
の
上
で
、
埼

玉
県
先
端
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
画

を
は
じ
め
と
し
て
産
学
官
連
携
を
よ
り
一
層
強

化
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
人
材
育
成
や

地
域
活
性
化
機
関
と
し
て
の
役
割
を
も
積
極
的

に
担
っ
て
い
き
ま
す
。

埼
玉
大
学
は
１
９
４
９
年
に
開
学
し
て
以
来
、

６５
年
の
時
を
重
ね
ま
し
た
。
埼
玉
大
学
の
長
い

歴
史
に
あ
っ
て
、
こ
の
機
能
強
化
構
想
は
極
め

て
大
き
な
も
の
で
、す
べ
て
の
学
部
・
研
究
科
を

巻
き
込
む
ト
ー
タ
ル
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
の

全
学
的
改
革
で
す
。
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
下
、
中
堅
大
学
と
し
て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
し

っ
か
り
見
極
め
、
埼
玉
大
学
な
ら
で
は
の
機
能

を
強
化
し
て
個
性
を
着
実
に
磨
い
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
新
た
な
歴
史
を
刻
み
た
く
思
い
ま
す
。

国
立
大
学
法
人
埼
玉
大
学
長

山
口
宏
樹
」

学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
詳
細
を
お
知
り
に
な
り

た
い
方
は
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ

い
。

山
口
学
長
略
歴

１
９
７
５
年

埼
玉
大
学
理
工
学
部
卒
業

１
９
８
０
年

東
京
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博

士
課
程
修
了

１
９
８
０
年

東
京
大
学
工
学
部
講
師

１
９
８
１
年

埼
玉
大
学
工
学
部
講
師

１
９
８
７
年

同

助
教
授

１
９
９
４
年

同

教
授

２
０
０
８
年

国
立
大
学
法
人
埼
玉
大
学
工
学
部
長

２
０
１
０
年

国
立
大
学
法
人
埼
玉
大
学
理
工
学

研
究
科
長

２
０
１
２
年

国
立
大
学
法
人
埼
玉
大
学
理
事
・

副
学
長

２
０
１
４
年

国
立
大
学
法
人
埼
玉
大
学
長

会
長
に
就
任

し
て
７
年
が
経

ち
ま
す
が
、
そ

の
間
、
経
和
会

会
員
名
簿
第
４

号
の
発
行
、
経

済
学
部
生
へ
の
就
職
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
を
毎
年
行
い
、
さ
ら
に
学
生
の
保
護
者
に

対
す
る
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行
や
就
職
支

援
保
護
者
セ
ミ
ナ
ー
も
昨
年
で
開
催
４
回
目

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
財
政
の
健
全
化
の
取
り
組
み
と
し

て
、
卒
業
生
や
学
生
保
護
者
に
対
す
る
終
身

会
費
納
入
の
お
願
い
を
継
続
し
て
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
財
政
的
に
も
ほ
ぼ
安

定
的
な
財
政
運
営
が
固
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
度
は
大
学
院
の
Ｏ
Ｂ
懇
親
、
今
年
２
月

に
は
経
和
会
サ
ロ
ン
を
開
催
し
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
の
方
々
が
経
和
会
に
参
加
・
交
流
す
る
企

画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
未
熟
な
会

長
で
皆
さ
ん
に
多
々
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
７
月
の
経
和
会
総
会

を
持
ち
ま
し
て
私
は
会
長
職
を
退
任
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
７
年
前
、
前
会
長
の
内

藤
勝
久
さ
ん
か
ら
『
自
分
が
同
窓
会
の
会
長

を
伊
藤
正
昭
さ
ん
か
ら
引
き
継
ぐ
の
で
、
お

前
、
経
和
会
長
を
や
っ
て
く
れ
』
と
、
言
わ

れ
た
の
を
、
つ
い
最
近
の
こ
と
に
よ
う
に
覚

え
て
お
り
ま
す
。
気
が
つ
く
と
、
あ
っ
と
い

う
間
の
７
年
間
で
し
た
。

今
ま
で
私
は
じ
め
執
行
部
を
支
え
て
く
れ

た
理
事
の
皆
様
や
全
国
の
会
員
の
皆
様
に
は

紙
面
を
も
っ
て
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、
後
任
の
会
長
・
執
行
部
が
新
し
い

観
点
や
発
想
で
経
和
会
の
運
営
を
充
実
さ
せ
、

経
和
会
が
さ
ら
に
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
特
に
若
い
世
代
の
会
員
に
ど

の
よ
う
に
働
き
か
け
、
な
る
べ
く
多
く
の
会

員
に
同
窓
会
活
動
を
盛
り
上
げ
て
も
ら
う
こ

と
が
課
題
で
す
。
会
員
へ
の
案
内
な
ど
も
印

刷
物
の
送
付
だ
け
で
な
く
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト
の
整
備
・
活
用
も
こ
れ
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
改
善
に
つ
い
て
も
大
き
く

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
会
長
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
３０
日
ま

で
を
会
長
へ
の
立
候
補
ま
た
は
推
薦
を
受
け

る
期
間
と
し
、
規
約
に
則
っ
て
理
事
に
よ
る

選
挙
に
よ
り
決
定
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
年
の
総
会
で
は
新
会
長
を
お
知
ら
せ

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
経
和
会
の
益
々
の
発

展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
し
て

経
和
会
長

田
坂

敏
幸
（
昭
和
４７
年
卒
）

埼
大
卒
の
新
学
長
が
誕
生
し
ま
し
た
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公務員 ４９

埼玉県庁 ３

さいたま市 １０

国家公務員（財務

２、通産３、他２）７

東京都特別区（北、

板橋、杉並） ３

埼玉県警 ２

県庁（青森２、岩手、

群馬２、栃木２、

沖縄） ８

地方市役所（埼玉・

東京を除く） ６

金融 ６４

大和証券 ５

りそなグループ ４

三菱東京UFJ

フィナンシャル ２

日本郵政 ２

日本政策金融公庫 ２

東京センチュリー・

リース ２

あいおいニッセイ

同和損保 ２

三井住友銀行 １

第一生命 １

SMBC

フレンド証券 １

中央労働金庫 １

地方金融機関 ２１

�
�
�
�
�
�
�
�

七十七銀行 ４

群馬銀行 ２

足利銀行 ２

八十二銀行 １

栃木銀行 １

その他 １１

製造業等

森永製菓 １

リンナイ １

コーセー １

RIXIL １

岡村製作所 １

全薬工業 １

日揮 １

月島機械 １

三菱アルミニウム１

ディーエイチシー１

サイサン １

太陽石油 １

ヒロセ電気 １

サービス等

東日本旅客鉄道 ６

日本放送協会 １

ニトリ １

エームサービス １

ヤオコー １

山九 １

日本マクドナルド １

ファミリーマート １

大塚商会 １

テレビ山梨 １

会計事務所関係３

大学院進学等 ６

埼玉大学、上智大学、拓

殖大学の各大学院ほか

今年は経済学部ゼミ連と
の連携が昨年以上に進展し
ました。
ゼミ連代表の羽澤 学さん
が中心となり、経和会の就
職支援を取り入れ次の活動
として展開されています。
１．経済学部棟における就
職相談を毎週火・木の
二日実施しています。
１１月中旬からはいつ
も６名の定員一杯の申
し込みが続いています。
これは経済学部生の
内定先が公務員と金融に偏っており、大学が目指すグ
ローバル人材の育成とかけ離れた学生の行動を少しで
も変革しようとの試みで、製造業、商社などの業界を
積極的に紹介するなどしています。

２．秋から３回シリーズの就活セミナーを開催しました。
ゼミ連が全学の学生に呼びかけ実施しました。民間へ
の就職支援体制が不十分な教育学部や理工大学院の学
生なども参加しています。
第一回：良い就活、悪い就活
第二回：企業の選び方とエントリーシートの書き方
第三回：志望動機の書き方と勝てる面接対策

当日はむつめ祭の開催にあわせて設定したこともあって、東

北や九州など全国から約５０名の保護者が参加されました。

まず、最近の就職活動の進め方について解説が行われた上で、

埼玉大生の就職先が金融と公務員に偏っていること、広い観点

から業界研究・企業研究はどう進めるべきか、などについて説

明されました。また、親の果たすべき役割は規則正しい生活や

健康面を温かくサポートすること、人生の先輩として仕事観や

経験談を話すこと、ブラック企業を選んだ場合は強権発動も厭

わない、などの話に皆さん熱心に耳を傾けメモを取っておられ

ました。

保護者就職支援セミナーは国立大学では珍しい企画であり、

本学でも毎年経済学部のみで開かれています。日頃、不安を感

じながらお子さんを見守ることしかできない保護者の皆さんに

とって、少しでも勇気付けになれば幸いです。ご参加の皆さん、

お疲れ様でした。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２６６６６６６６６６６６６６６６６６６年年年年年年年年年年年年年年年年年年３３３３３３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月月月月月月卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒のののののののののののののののののの就就就就就就就就就就就就就就就就就就職職職職職職職職職職職職職職職職職職状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況
３月に卒業した２７１名の就職状況（２６年３月１８日現在）は下記のとおりであるが、公務員および金融業界
への就職率が高く昨年とほぼ同数の公務員４９名、金融６４名となっている。公務員では昨年３名であったさい
たま市が１０名と伸ばした。一方東京都庁は０で、地方の県庁、市役所に１４名が内定している。一方、金融で
は全国ブランドの金融機関が減り、地方金融機関へ２１名が決まっている。大手金融機関が減ったのはテレビ
番組の影響でもあるのだろうか。製造業界は２７名と徐々にではあるが増えてきた。
また今年は JR東日本が採用方法の細分化の影響か６名と大きく伸ばした。
全体的に見ると地方学生が増加し、Uターン就職も増えている一方、県内や都内の高校の出身者が減っ
てきている。
経済学部の改革を機に県内や首都圏の高校に対し国立大学の経済学部の魅力をPRしてはどうだろうか。

平成２６年３月卒 主な内定先リスト（平成２６年３月１８日現在）

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

就就職職支支援援保保護護者者セセミミナナーー開開催催
経済学部３年の保護者を対象とした就職支援

セミナーが経済学部で開催されました。（１１月２日）

３年次向け就活セミナー開催

「ゼミ連との連携進む」

就職カウンセラーによる説明熱心に聴きメモを取る参加者
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昨年度は薄井学部長のグローバル人材を養成するという

理念に呼応し、経和会では「グローバル・ビジネスを語る」

と題した経済学部生向けに４回のセミナーを実施しました。

分かりやすい内容から専門的な内容まで織り交ぜ、卒業

生各氏に講師を依頼し実現しました。

講師の皆さん、準備を含め、お疲れ様でした。

第一回：「華僑から学ぶビジネス精神―船舶保険営業を通

じて―」田坂敏幸氏（S４７年卒）

第二回：「アメリカ持株会社から見たグローバル経営」

萩野弘二氏（S４５年卒）

第三回：「未知の世界に飛び込む―SEからイタリア語通

訳を経てアートマネジメントへ―」

柳澤ひとみ氏（S６０年卒）

第四回：「ベトナムにおける日系企業のビジネス展開と投

資環境―日越国交４０周年の時点から２０２０年を予

測する―」会川精司氏（S４７年卒）

埼玉大学ホームカミングデーは、同窓生が旧

友や恩師と再会し、また、現役教職員との親睦

を深めていただくため、そして何より「母校の

近況を知っていただきたい」という思いを込め

た企画であり、埼玉大学同窓会の全面的なご協

力の下、平成２５年１１月２日�に開催され、多く
の同窓生が母校に足を運んでくださいました。

経済学部には寄附講座など存在しないと考えるOB･OG諸氏も多いかもしれないが、それは昔の話。現在で

は、次表のように少なからぬ寄附講座が開設されている。

官公庁と民間、経営者と労

働者の別を問わず、実際の仕

事や現場に対する学生の関心

は高く、多くの授業が盛況の

うちに行なわれている。「寄

附講座を提供したいという申

し入れは、現在でも継続的に

来ており、科目をもう少し体

系的に整理することが必要な

時期にさしかかっているのか

もしれない」と薄井学部長は

述べておられる。

平平成成２２５５年年度度大大学学ニニュューースス

経済学部と経和会とのコラボ実現

埼玉大学ホームカミングデー

経済学部の寄附講座

平成２３年度経済学部開講寄附講座一覧

開講学期

後期

前期

後期

後期

後期

後期

前期

履修者数

７７

１４１

７３

２４３

９７

３２

２３

寄付者

日本労働組合総連合会

埼玉りそな

日本損害保険協会

関東財務局

経営倫理実践センター

日本有機農業研究会

テーマ

働くということと労働組合

現代銀行経営論

損害保険概論

地域経済と財政・金融の現状

各種業界における社会貢献活動

農的暮らしと社会

流域自給と交流

和やかな雰囲気での交流会会場風景

萩野弘二氏

会川精司氏
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海
外
に
も
報
道
さ
れ
た

商
品
開
発
セ
ミ
ナ
ー

平
成
二
三
年
度
の
経
済
学
部
の
新
企

画
と
し
て
、
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ

ン
タ
ー
、
さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団
、

富
士
通
の
ご
協
力
に
よ
り
、
富
士
通
が

所
有
し
て
い
る
「
休
眠
特
許
」
を
利
用

し
て
、
学
生
が
商
品
開
発
を
行
な
う
と

い
う
商
品
開
発
セ
ミ
ナ
ー
を
行
な
い
、

薄
井
ゼ
ミ
、
吉
田
ゼ
ミ
が
参
加
し
た
。

こ
の
企
画
は
、
ま
ず
五
月
八
日
に
、

関
係
者
全
員
が
揃
っ
て
の
キ
ッ
ク
オ

フ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
幕
を
開
け
た
。

こ
こ
で
、
富
士
通
の
四
種
類
の
休
眠
特

許
が
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
許
に

対
し
て
、薄
井
ゼ
ミ
か
ら
四
チ
ー
ム（
二

〜
三
年
生

全
員
参

加
）、吉
田

ゼ
ミ
か
ら

二
チ
ー
ム

（
選
抜
参

加
）
が
組

織
さ
れ
た
。

五
月
二
二

日
に
起
業

支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

代
表
理
事

増
田
紀
彦

氏
の
講
演

を
通
じ
て

商
品
ア
イ

デ
ィ
ア
の
創
出
方
法
を
学
ん
だ
後
、
学

生
は
ゼ
ミ
の
時
間
以
外
で
自
主
的
な
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
展
開
し
、
六
月
二
九

日
と
七
月
一
〇
日
に
二
度
の
「
中
間
報

告
会
」
を
開
催
し
て
、
富
士
通
な
ど
か

ら
の
助
言
を
得
た
。
夏
休
み
中
も
、
学

生
は
自
主
的
な
会
合
を
重
ね
、
九
月
に

は
埼
玉
県
内
の
メ
ー
カ
ー
を
訪
問
し
て
、

自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
売
り
込
み
、

商
品
化
へ
の
実
現
可
能
性
を
探
っ
た
。

こ
の
企
業
訪
問
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
が

入
り
、
ま
た
、
一
一
月
六
日
の
薄
井
ゼ

ミ
独
自
の
「
最
終
準
備
会
」
に
も
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
取
材
が
入
っ
た
。

こ
う
し
た
経
過
を
経
て
、
一
二
月
四

日
、
新
都
心
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で
、

「
特
許
ラ
イ
セ
ン
ス
を
活
用
し
た
新
事

業
展
開
in
さ
い
た
ま
」
と
銘
打
ち
、
最

終
報
告
会
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
こ
に
は
、

埼
玉
県
の
製
造
企
業
の
役
員
が
招
待
さ

れ
た
だ
け
で
な
く
、
経
済
産
業
省
特
許

庁
知
財
産
業
活
用
企
画
調
整
官
、
経
済

産
業
省
関
東
産
業
経
済
局
課
長
補
佐
、

経
済
産
業
省
産
業
技
術
環
境
局
大
学
連

携
推
進
課
係
長
の
皆
様
な
ど
官
公
庁
関

係
者
、
埼
玉
縣
信
用
金
庫
地
域
支
援
グ

ル
ー
プ
、
武
蔵
野
銀
行
地
域
サ
ポ
ー
ト

部
、
埼
玉
り
そ
な
産
業
経
済
振
興
財
団

な
ど
銀
行
関
係
者
な
ど
、
合
計
六
〇
名

を
超
え
る
聴
衆
の
参
加
を
得
た
。
こ
の

状
況
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
首
都
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
で
報
道
さ
れ
、
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

国
際
放
送
で
も
世
界
一
四
〇
ヶ
国
に
向

け
て
報
道
さ
れ
た
。

こ
の
企
画
は
、
学
生
参
加
型
の
授
業

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
新

し
い
形
態
と
し
て
、
学
生
の
自
主
的
な

意
欲
を
引
き
出
し
、
学
生
が
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
論
な
ど
を
学
ぶ
意
欲
の
源
泉
と

な
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
国
際
放
送
は
、
米

国
や
英
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
の

教
員
や
理
事
な
ど
か
ら
も
大
き
な
関
心

を
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
国
際
的
に
も
新

し
い
経
営
学
教
育
の
あ
り
方
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
。

ゼ
ミ
生
に
よ
る
埼
玉
県
知

事
へ
の
政
策
提
言

経
済
学
部
の
学
部
ゼ
ミ
生
た
ち
に
よ

る
埼
玉
県
知
事
へ
の
政
策
提
言
は
、
２

０
１
０
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
、
４
回
に

わ
た
り
行
わ
れ
て
い
る
。
提
言
の
テ
ー

マ
は
、
埼
玉
県
庁
側
か
ら
、
行
政
が
現

実
に
抱
え
る
課
題
が
提
示
さ
れ
る
。
毎

年
、
４
な
い
し
５
つ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

学
生
た
ち
が
課
題
に
取
り
組
み
、
提
言

の
報
告
会
で
は
、
一
つ
一
つ
の
発
表
ご

と
に
上
田
知
事
か
ら
コ
メ
ン
ト
や
質
問

が
投
げ
か
け
ら
れ
、
学
生
に
と
っ
て
、

知
事
と
直
接
対
決
す
る
と
い
う
ま
た
と

な
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
。
２
０
１
２

年
度
に
学
生
た
ち
が
行
っ
た
提
言
は
、

実
際
に
県
の
事
業
に
採
用
さ
れ
、
学
生

た
ち
自
身
が
編
集
・
取
材
し
た
若
者
向

け
の
県
の
広
報
紙
『
埼
友
記
』
と
し
て

発
行
さ
れ
て
い
る
。（文

責：

松
本
正
生
）

２
月
２２
日
�
の
午
後
、
経
済
学
部
社
会
人
大
学
院
の

授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
東
京
駅
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
の
東
京

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
経
和
会
サ
ロ
ン
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
や
現
役
の
大
学
院
生
が
参
加
し

ま
し
た
。

集
ま
っ
た
会
員
を
対
象
に
経
済
学
部
長
の
薄
井
和
夫

教
授
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
講
義
「
な
ぜ
経
営
戦
略
が
現

場
に
理
解
さ
れ
な
い
の
か
」
―
知
識
経
営
学
と
実
践
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
論
―
が
行
わ
れ
、
皆
さ
ん
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。
終
了
後
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ

れ
、
皆
さ
ん
、
久
し
ぶ
り
の
学
生
生
活
に
戻
っ
た
気
分

を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
薄
井
先
生
か
ら
是

非
皆
さ
ん
へ
、
こ
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
、
経
済

学
部
・
社
会
人
大
学
院
（
夜

間
）
に
て
学
ん
で
く
だ
さ
い

と
の
呼
び
か
け
を
持
っ
て
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

次
回
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

第
一
回
経
和
会
サ
ロ
ン
が開催

さ
れ
ま
し
た
。

２０１３年１２月４日 新都心ビジネス交流プラザ
最終報告会での薄井ゼミ学生と関係者
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

第
３
回

サ
ー
ク
ル
紹
介

「
A
fter

B
eat
C
lub」

A
fter
B
eatC

lub

通
称�
ア

フ
タ
ビ
�
は
、
埼
玉
大
学
の

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
だ
。
各
種

イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
テ
ス
ト
な

ど
で
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
く

れ
る
彼
ら
は
ほ
ぼ
全
員
が
初

心
者
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
だ

が
と
て
も
そ
う
と
は
思
え
な

い
素
晴
ら
し
い
ダ
ン
ス
を
毎

回
披
露
し
て
く
れ
る
。
そ
の

秘
密
は
運
動
神
経
や
セ
ン
ス

よ
り
も
、
練
習
熱
心
さ
に
あ

る
と
思
う
。
空
き
時
間
が
あ

れ
ば
体
育
館
な
ど
で
練
習
に

励
む
、
と
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
人
た
ち
が
集
ま
る
サ

ー
ク
ル
で
あ
る
。
ダ
ン
ス
の

ジ
ャ
ン
ル
は
ブ
レ
イ
キ
ン
、

ロ
ッ
ク
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、

ハ
ウ
ス
、
ガ
ー
ル
ズ
ヒ
ッ
プ

ポ
ッ
プ
の
５
種
。
そ
れ
ぞ
れ

の
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
分
か
れ
、

先
輩
が
後
輩
に
技
を
教
え
る

と
い
う
形
で
練
習
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
先
輩
、
後
輩
関

わ
ら
ず
、
と
て
も
仲
の
良
い

サ
ー
ク
ル
で
あ
る
。
大
学
生

活
の
中
で
興
味
惹
か
れ
る
も

の
は
数
多
く
あ
る
と
思
う
が
、

そ
の
中
で
ダ
ン
ス
に
出
会
い
、

ひ
た
む
き
に
打
ち
込
む
姿
か

ら
は
刺
激
を
受
け
る
。
ア
フ

タ
ビ
の
ダ
ン
ス
を
見
ら
れ
る

の
は
、
ア
フ
タ
ビ
主
催
の
イ

ベ
ン
ト
や
、
む
つ
め
祭
な
ど
。

実
際
に
彼
ら
の
ダ
ン
ス
を
見

て
、
ぜ
ひ
そ
の
熱
量
を
感
じ

て
み
て
ほ
し
い
。

Ｂ
Ｉ
Ｇ

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｔ

２
月
に
行
わ
れ
た
こ
の
Ｂ

Ｉ
Ｇ

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
は
、
今
年
初
め
て
開

催
さ
れ
た
埼
玉
大
学
学
生
団

体
Ｆ
Ｐ
主
催
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

３
on
３
の
大
会
だ
。
バ
ス
ケ

部
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
サ
ー
ク
ル

を
は
じ
め
、
友
達
同
士
や
同

じ
高
校
出
身
者
で
の
集
ま
り

な
ど
、
大
学
内
外
か
ら
１６
チ

ー
ム
も
の
参
加
が
あ
っ
た
。

当
日
は
会
場
と
な
っ
た
体
育

館
に
Ｄ
Ｊ
ブ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
、
そ
の
日
は
特
に
冷
え
込

む
日
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず

開
始
前
か
ら
熱
気
が
あ
ふ
れ

て
い
た
が
、
試
合
が
始
ま
る

と
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
を
見

せ
、
観
客
か
ら
も
歓
声
が
上

が
っ
て
い
た
。
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
形
式
で
行
わ
れ
た
試
合
は

勝
ち
進
ん
で
い
く
と
と
も
に

よ
り
一
層
白
熱
し
た
試
合
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
ま
た
、
素

晴
ら
し
い
プ
レ
ー
の
連
続
で
、

シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
る
た
び
に

会
場
が
湧
き
上
が
っ
て
い
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
と
音
楽
を
組
み
合
わ

せ
た
斬
新
な
も
の
で
あ
っ
た
。

試
合
を
通
し
て
チ
ー
ム
同
士

の
交
流
も
深
ま
り
、
参
加
し

て
い
た
選
手
も
楽
し
ん
で
い

た
よ
う
で
、
活
気
の
あ
る
良

い
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
と
思
う
。

第
６４
回
む
つ
め
祭

開
催
報
告

ミ
ス
埼
大
に
初
め
て

経
済
学
部
生

２
０
１
３
年
１１
月
２
日
・

３
日
・
４
日
の
３
日
間
に
わ

た
り
第
６４
回
む
つ
め
祭
が
開

催
さ
れ
た
。
当
日
は
生
憎
の

曇
り
空
で
あ
り
、
台
風
の
可

能
性
も
懸
念
さ
れ
る
時
期
で

あ
っ
た
が
、
悪
天
候
に
見
舞

わ
れ
る
こ
と
な
く
３
日
間
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
第

６４
回
に
ち
な
み
、
今
年
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
６４
（
ム
シ
）

で
き
な
い
祭
り
が
埼
大
（
コ

コ
）
に
あ
る
」。
こ
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
は
、
み
ん
な
が
興

味
を
持
ち
、
足
を
運
び
た
く

な
る
よ
う
な
む
つ
め
祭
に
し

よ
う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
毎
年
３
万
人
を

超
え
る
来
場
者
を
誇
り
、
今

年
も
大
勢
の
来
場
者
が
訪
れ

た
。
１０
代
、
２０
代
の
学
生
を

は
じ
め
と
し
た
若
い
世
代
の

方
々
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

そ
の
一
方
で
家
族
連
れ
の

方
々
の
来
場
も
目
立
つ
。
流

石
、
年
齢
を
問
わ
な
い
祭
り

と
し
て
６０
年
以
上
開
催
さ
れ

て
い
る
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
。

さ
て
、
む
つ
め
祭
の
２
大

イ
ベ
ン
ト
と
い
え
ば
、
ま
ず

一
つ
目
に
、
１
日
目
に
開
催

さ
れ
た
ミ
ス
埼
大
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ミ

ス
埼
大
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
昨

年
に
引
き
続
き
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
・
フ
ィ
ナ
ー

レ
の
３
部
構
成

で
行
わ
れ
、
多

く
の
観
客
で
賑

わ
い
を
見
せ
た
。

今
年
ミ
ス
に
輝

い
た
の
は
経
済

学
部
経
済
学
科
の
松
井
美
南

さ
ん
で
あ
り
、
な
ん
と
、
ま

だ
１
年
生
で
あ
る
。
ミ
ス
埼

玉
大
学
と
し
て
の
今
後
の
ど

の
よ
う
に
埼
玉
大
学
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
る
の
か
、
活
躍

に
期
待
し
た
い
。

そ
し
て
も
う
一
つ
の
む
つ

め
祭
の
目
玉
と
い
え
ば
、
毎

年
恒
例
３
日
目
の
お
笑
い
ラ

イ
ブ
。
今
年
は
天
狗
、
少
年

少
女
、
エ
ハ
ラ
マ
サ
ヒ
ロ
の

３
組
に
出
演
し
て
い
た
だ
い

た
。
入
場
無
料
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
多
く
の
観
客
が

押
し
寄
せ
た
。
盛
況
ぶ
り
は

見
事
な
も
の
で
、
流
石
は
プ

ロ
の
お
笑
い
芸
人
、
押
し
寄

せ
た
観
客
た
ち
を
瞬
く
間
に

笑
い
の
渦
に
巻
き
込
ん
だ
。

来
年
は
誰
が
来
る
の
か
、
ど

う
楽
し
ま
せ
て
も
ら
え
る
の

か
見
物
で
あ
る
。
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【
経
和
会
】
株
式
会
社
テ
レ
ビ
埼
玉

代
表
取
締
役
社
長

平
本
一
郎
氏

（
昭
和
５３
年
卒
）
対
談

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
�

船
越
裕
美

（
経
済
学
部
平
成
１９
年
卒
）

船
越
�
テ
レ
ビ
埼
玉
の
特

徴
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

平
本
�
一
番
の
特
徴
は
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
に
力
を

入
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

（
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
は
）

試
合
中
継
だ
け
で
な
く
、

応
援
番
組
も
制
作
し
て
い
ま
す
。
試
合
中
継
と
応
援
番

組
の
両
方
を
放
送
し
て
い
る
ロ
ー
カ
ル
局
は
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
以
外
に
も
高
校
ス
ポ
ー
ツ
（
野
球
、
サ

ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
等
）
も
放
送
し
て
い
ま
す
。
幅
広

い
ス
ポ
ー
ツ
を
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
持
っ
て
い
る
の
が

テ
レ
玉
最
大
の
特
徴
で
す
。

船
越
�
幅
広
い
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
放
送
対
応
は
「
地

元
の
ス
ポ
ー
ツ
を
育
て
る
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
行

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

平
本
�
昭
和
５３
年
に
テ
レ
玉
は
開
局
し
ま
し
た
が
、
そ
の

年
に
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
埼
玉
に
移
転
し
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
中
継
を
放
送
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
リ
ー
グ
は
元
々
地
域
密
着
と
し
て
始
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
プ
ロ
野
球
も
そ
れ

ぞ
れ
の
本
拠
地
の
地
元

テ
レ
ビ
局
が
放
送
す
る

ト
レ
ン
ド
に
な
っ
て
い

ま
す
。
テ
レ
ビ
の
メ
イ

ン
コ
ン
テ
ン
ツ
は
「
ス

ポ
ー
ツ
」
と
「
ニ
ュ
ー

ス
」
で
す
。

県
内
の
ア
ス
リ
ー
ト
た

ち
が
活
躍
し
て
い
く
も

の
を
取
り
上
げ
て
い
き

た
い
。
放
送
を
通
じ
て
応
援
し
て
い
く
。

テ
レ
玉
の
先
人
た
ち
は
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
テ
ン

ツ
は
地
域
で
取
り
上
げ
、
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う
考

え
の
下
で
取
り
扱
い
を
始
め
た
の
で
し
ょ
う
。

船
越
�
平
本
社
長
は
埼
玉
大
学
に
在
学
中
、
ど
の
よ
う
な

学
生
生
活
を
過
ご
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
。

平
本
�
大
き
な
声
で
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
不
真
面
目
な
学

生
で
し
た
（
笑
）。
自
宅
は
北
浦
和
で
す
が
、
大
学
に

は
あ
ま
り
行
か
ず
、
気
が
付
く
と
東
京
に
向
か
っ
て
い

ま
し
た
…
。
東
京
で
映
画
を
観
た
り
、
ジ
ャ
ズ
を
聴
い

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
ゼ
ミ
活
動
は
、
松
島
ゼ
ミ
で「
日

本
現
代
主
義
発
達
論
」
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

船
越
�
大
学
時
代
の
一
番
の
思
い
出
は
何
で
し
ょ
う
か
。

平
本
�
昭
和
５３
年
１
月
に
中
国
に
３
週
間
行
っ
た
こ
と
で

す
。
北
京
、
南
京
、
上
海
等
を
周
り
ま
し
た
。

現
地
の
学
生
の
熱
心
さ
や
勉
学
に
対
す
る
貪
欲
さ
に
驚

き
ま
し
た
。
夜
な
夜
な
向
学
心
の
高
い
現
地
の
学
生
が

訪
ね
て
き
ま
し
た
。
学
生
代
表
と
し
て
訪
中
す
る
に
あ

た
り
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、
ボ
ス
ト
ン

バ
ッ
グ
い
っ
ぱ
い
に
経
済
書
籍
を
持
参
し
た
の
で
す
が
、

現
地
の
学
生
に
贈
り
ま
し
た
。
そ
の
お
礼
に
と
胡
弓
を

も
ら
い
ま
し
た
ね
。
現
地
の
学
生
が
お
金
を
出
し
合
っ

て
贈
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
感
動
し
ま
し
た
。
日
本
が
長

い
歴
史
の
中
で
学
ん
で
き
た
の
は
中
国
。
中
国
に
関
心

が
あ
り
ま
す
。
若
い
時
に
そ
の
激
動
の
中
国
を
目
の
当

た
り
に
出
来
た
こ
と
は
か
け
が
え
の
な
い
経
験
で
あ
り
、

財
産
で
す
。

船
越
�
テ
レ
玉
の
社
長
と
し
て
心
掛
け
て
い
る
こ
と
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

平
本
�
こ
こ
最
近
、
異
常
気
象
が
多
い
で
す
よ
ね
。
地
元

埼
玉
で
も
竜
巻
や
大
雪
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

非
常
時
に
災
害
速
報
等
の
放
送
対
応
が
出
来
な
い
と
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
情
報
、
公
共
交
通
機
関
の
情
報
な
ど

視
聴
者
が
一
番
欲
し
い
情
報
を
迅
速
に
伝
え
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

船
越
�
災
害
の
時
な
ど
視
聴
者
は
自
分
の
地
域
の
こ
と
が

知
り
た
い
の
で
し
ょ
う
ね
。
テ
レ
玉
だ
か
ら
伝
え
ら
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

平
本
�
地
方
局
で
す
か
ら
、
キ
イ
局
と
の
差
別
化
を
図
る

た
め
に
は
、「
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
情
報
が
知

り
た
い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
臨
機
応
変
に
応
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
視
聴
者
の
皆
さ
ん
は
地
元
の

テ
レ
ビ
局
を
観
る
の
で
す
。

災
害
の
規
模
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
れ
が
良

い
ニ
ュ
ー
ス
な

の
か
、
悪
い
ニ

ュ
ー
ス
な
の
か

で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

そ
の
時
々
に
よ

っ
て
状
況
は
変

わ
っ
て
く
る
よ

う
に
、
世
の
中

は
、「
不
確
実

性
」
で
溢
れ
て

い
ま
す
。
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
大
切

で
す
が
、
全
て

を
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
落
と
し
込
む

こ
と
は
不
可
能

で
す
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
で
は
な
く
、

「
自
分
で
考
え
る
習
性
」
を
常
に
心
掛
け
る
よ
う
社
員

に
は
伝
え
て
い
ま
す
。

船
越
�
今
後
テ
レ
玉
を
ど
の
よ
う
な
会
社
に
し
て
い
き
た

い
の
か
、
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

平
本
�
こ
れ
か
ら
は
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
化
を
図
る
こ
と

で
す
。
い
く
ら
収
益
性
が
上
が
っ
て
も
、
地
域
の
ユ
ー

ザ
ー
の
皆
さ
ん
に
情
報
を
提
供
出
来
な
け
れ
ば
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
娯
楽
の
一
つ
で
も
報
道
機
関

で
あ
り
続
け
る
こ
と
で
す
。
地
域
に
い
か
に
入
り
込
ん

で
い
く
か
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
一
方
、
ロ
ー
カ
ル
で
あ
り
な
が
ら
マ
ル
チ
ユ
ー
ス

に
使
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
発
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、

テ
レ
玉
だ
け
で
な
く
全
国
に
通
用
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を

開
発
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
そ
の
二
つ
の
バ
ラ

ン
ス
を
付
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

船
越
�
大
学
の
同
窓
生
、
そ
し
て
在
学
中
の
学
生
た
ち
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

平
本
�
現
在
、
テ
レ
玉
に
は
埼
玉
大
学
の
経
済
学
部
の
卒

業
生
が
（
私
も
含
め
て
）
４
人
し
か
お
り
ま
せ
ん
。
地

元
の
人
が
、
地
元
の
こ
と
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
人
た

ち
で
、
創
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん
と
出
会
っ
た
き
っ
か
け

が
経
和
会
だ
っ
た
の
で
す
が
、
経
和
会
だ
け
で
な
く
、

も
っ
と
職
域
間
の
交
流
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。
業
種
別
の
交
流
会
と
い
っ
た
も
の
を

増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

第
８
回

む
つ
め
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
報
告

出
口
雅
史
（
む
つ
め
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
幹
事
）

平
成
２５
年
１０
月
２３
日
、
大
宮

国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
第

８
回
む
つ
め
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

前
回
を
１２
名
上
回
る
７３
名
と
な

り
ま
し
た
。

優
勝
は
、
ネ
ッ
ト
７０
・
２（
グ

ロ
ス
８７
）
で
回
っ
た
松
崎
正
代

さ
ん
（
経
済
学
部
Ｓ
４８
卒
）。

準
優
勝
に
高
田
千
俊
さ
ん
（
工

学
部
Ｓ
４３
卒
）、
３
位
に
小
林
千
秋
さ
ん
（
経
済
学
部
Ｓ

４８
卒
）
が
入
り
ま
し
た
。
７３
名
中
４２
名
が
ス
コ
ア
１
０
０

を
切
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
大
会
を
も
っ
て
大
崎
鼎
さ
ん
（
経
済
学
部
Ｓ

４５
卒
）
が
幹
事
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
大
崎
さ
ん
が
幹
事

を
務
め
た
前
回
大
会
か
ら
参
加
者
が
急
増
し
ま
し
た
。
む

つ
め
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
大
崎
さ
ん
の

ご
活
躍
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

次
回
の
第
９
回
む
つ
め
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
平
成
２６
年

１０
月
２２
日
�
に
大
宮
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
予

定
で
す
。Facebook

「
埼
玉
大
学
同
窓
会
に
よ
る
む
つ
め

ゴ
ル
フ
会
」
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

以
下
、
経
済
学
部
・
文
理
学
部
卒
の
参
加
者（
敬
称
略
）

松
村
雄
（
Ｓ
３８
文
理
）、
坂

口
信
幸
・
斎
藤
洋
（
Ｓ
４０
文

理
）、
鎌
田
勝
男
・
木
暮
裕

児
・
高
橋
達
夫
・
西
ヶ
谷
浩

正
・
沼
野
芳
夫
・
吉
田
実
彦
・

吉
田
祐
次
（
Ｓ
４２
文
理
）、

星
野
幸
彦
（
Ｓ
４４
）、
石
田

肇
・
大
崎
鼎
・
太
田
博
・
佐

渡
晋
一
郎
・
竹
内
洋
・
萩
野

弘
二
・
細
越
博
資
（
以
上
Ｓ

４５
）、
杵
鞭
弘
恭
（
Ｓ
４６
）、

鈴
木
均
（
Ｓ
４７
）、
古
賀
行

雄
・
小
林
千
秋
・
松
崎
正
代
・

若
杉
順
一
（
Ｓ
４８
）、
手
嶋

毅
・
三
村
典
秋
（
Ｓ
５７
）、

出
口
雅
史
（
Ｈ
１２
）

私
の
交
流
録
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埼
大
在
籍
３８
年
（
１
９
６
１
〜
１
９
９
９
年
）、

助
手
、
講
師
、
助
教
授
、
教
授
、
学
部
長（
１
期
）

を
経
験
し
ま
し
た
。
３８
年
間
ほ
と
ん
ど
一
貫
し
て

『
資
本
論
』
を
読
ん
で
き
ま
し
た
。
授
業
は
、
経

済
学
史
と
経
済
原
論
、
ゼ
ミ
も
『
資
本
論
』
中
心

で
し
た
。
１
９
９
９
年
度
に
は
『
埼
玉
大
学
５０
年

史
』
の
編
集
委
員
長
を
勤
め
ま
し
た
。
２
０
０
０

年
〜
２
０
０
６
年
の
間
、
福
島
県
い
わ
き
市
に
あ

る
東
日
本
国
際
大
学
学
長
を
経
験
し
ま
し
た
。

現
在
、
相
変
ら
ず
論
文
執
筆
、
学
習
会
、
講
演

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
政
治
が
混
迷
を
深
め
、

経
済
も
バ
ブ
ル
―
そ
の
崩
壊
―
さ
ら
に
大
規
模
な

バ
ブ
ル
を
く
り
返
し
て
い
る
状
況
な
の
で
、
論
文

執
筆
、
講
演
の
機
会
は
む
し
ろ
増
え
て
い
ま
す
。

今
ま
で
築
い
て
き
た
資
本
主
義
経
済
解
明
の
論
理

の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
い
、
こ
の
現
状
を

科
学
的
に
解
明
し
う
る
論
理
を
さ
ら
に
鍛
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
の
研
究
の
集
大
成
と
し
て
、「『
資
本
論
』
エ

ッ
セ
ン
ス
」
―
全
３
巻
の
論
理
の
正
確
な
把
握
、

残
さ
れ
た
問
題
、
そ
の
解
決
の
方
向
提
起
―
を
執

筆
中
で
す
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
い
ま
「『
資
本

論
』
を
読
む
会
」
を
浦
和
で
開
い
て
い
ま
す
（
毎

月
第
１
土
、
１４
�
００
〜
１７
�
００
）。
こ
れ
に
は
、

埼
玉
大
名
誉
教
授
、
卒
業
生
も
多
数
参
加
し
て
い

ま
す
。
経
和
会
の
皆
さ
ん
で
参
加
の
希
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
是
非
連
絡
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
埼
大
Ｏ
Ｂ
、
在
籍
し
た
教
師
の
有
志
で

現
在
研
究
中
の
課
題
に
つ
い
て
、
現
役
の
学
生
に

講
義
し
た
り
、
現
役
の
教
師
な
ど
と
の
研
究
会
等

を
開
い
て
、
寄
与
し
た
い
と
い
う
話
し
を
ま
と
め
、

学
長
と
相
談
を
始
め
て
い
ま
す
。
経
和
会
と
も
相

談
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

経
済
学
部
の
教
員
と
し
て
１０
年
が
経
過
し
た
。

埼
玉
大
学
の
学
生
は
大
方
真
面
目
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
が
卒
業
後
の
目
標
を
探
し
、
そ
れ
を
つ
か
も

う
と
し
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
れ
が
１０
年
間
学
生
た

ち
と
接
し
て
得
た
埼
大
生
に
対
す
る
感
想
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
担
当
し
て
い
る
科
目
が
会
計
学
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
必
然
的
に
、
公
認
会
計
士
や

税
理
士
、
国
税
専
門
官
を
目
指
す
学
生
た
ち
と
の

交
流
が
多
い
。
毎
年
現
役
ま
た
は
卒
１
年
で
会
計

士
試
験
に
毎
年
複
数（
６
名
と
い
う
年
度
も
あ
る
）

合
格
す
る
。
そ
れ
こ
そ
、
埼
大
生
の
質
を
証
明
す

る
デ
ー
タ
と
い
え
る
。

ま
た
、
自
分
た
ち
で
何
か
を
成
し
遂
げ
る
こ
と

に
貪
欲
で
も
あ
り
、
ゼ
ミ
活
動
も
楽
し
い
学
び
の

時
間
で
あ
る
（
写
真
は
デ
ィ
ベ
ー
ト
・
コ
ン
ペ
の

と
き
の
も
の
）。

ゼ
ミ
出
身
の
会
計
士
も
増
え
て
き
た
の
で
、
将

来
は
一
緒
に
研
究
活
動
を
す
る
な
ど
の
展
望
も
持

っ
て
い
る
。
私
の
専
門
は
、
企
業
不
動
産
に
関
わ

る
会
計
の
研
究
と
い
う
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

不
動
産
業
や
建
設
業
に
関
わ
る
、
研
究
団
体
の
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
、
会
計
基
準
委
員
会
の
専
門
委

員
、
自
治
体
の
委
員
会
な
ど
を
頼
ま
れ
る
が
、
そ

ん
な
場
で
教
え
子
と
相
ま
み
え
る
こ
と
が
あ
れ
ば

と
夢
見
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。

話
は
変
わ
り
、
企
業
会
計
の
現
状
は
、
投
資
環

境
の
国
際
化
の
波
の
中
で
、
投
資
家
の
投
資
意
思

決
定
の
た
め
の
情
報
と
し
て
機
能
す
る
会
計
情
報

を
作
る
た
め
の
基
準
の
統
一
化
を
進
め
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
進
展
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
国

益
の
ぶ
つ
か
る
競
争
的
話
し
合
い
の
中
で
、
し
っ

か
り
と
自
ら
の
主
張
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
企
業
活
動
の
現
場
で
他
国
の
会
計

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
と
議
論
が
で
き
る
よ
う
な
素

養
を
身
に
つ
け
対
等
に
渡
り
合
う
た
め
に
も
大
学

教
育
が
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割
は
小
さ

く
な
い
。
し
っ
か

り
と
し
た
理
論
教

育
と
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
で
足
腰
の
し

っ
か
り
し
た
学
生

を
こ
れ
か
ら
も
送

り
出
し
て
い
く
こ

と
が
埼
玉
大
学
の

使
命
と
考
え
て
い

る
。

今
回
は
、
薄
井
学
部
長

の
多
大
な
ご
協
力
に
よ
り
、

大
学
関
連
の
記
事
が
た
い

へ
ん
充
実
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
試
み
は
、
埼
玉
大
学
Ｏ
Ｇ

が
テ
レ
ビ
埼
玉
社
長
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
訪
問
し
た
こ
と
で
す
。
平
本
社
長
、

お
忙
し
い
中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、
や
は
り
、

長
い
歴
史
の
中
、
埼
玉
大
学
卒
の
学

長
が
初
め
て
誕
生
し
た
こ
と
で
す
。

Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ま
も
さ
ぞ
お
喜

び
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
新
し
い

埼
玉
大
学
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 編

集
後
記

近

況

名
誉
教
授

鎌
倉

孝
夫

清水 洋子「外国人投資家と
日本の企業経営」

坂 亮太「VOLCKER RULEに関する
米議会議事録の分析」

久松 美穂「地域ブランディング戦略の課題
―茨城県を事例として―」

最優秀論文

優 秀 論 文

２５年度

優
秀
演
習
論
文表彰

活活
躍躍
すす
るる
教教
授授
紹紹
介介

近
田

典
行
（
ち
か
だ

の
り
ゆ
き
）

【
定
年
退
職
】

教
授
�
鈴
木

邦
夫

近
現
代
日
本
経
済
論

教
授
�
安
藤

陽

公
企
業
論

教
授
�
菰
田

文
夫

国
際
経
営
論
・
科
学
技
術
論

教
授
�
宇
佐
美
洋
一

経
営
学

【
勧
奨
退
職
】

教
授
�
尾
西

正
美

人
事
・
労
務
管
理
論

【
他
機
関
へ
転
出
】

教
授
�
後
藤

和
子

財
政
学
、
文
化
経
済
学

恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩
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